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当院の抗酸菌検査統計と結核院内感染対策
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Ⅳ　考察
１.夜間・休診日においての抗酸菌塗抹検査の至
急対応は、塗抹陽性となった患者を、隔離病
院へ転院、または隔離病室への入室・N95マス
クの装着といった適切な対応ができた。よっ
て院内感染対策上、有意義であるといえる。
２.PCR検査の同時オーダーにより、菌名同定所
要日数は２～６日と短縮された。しかし、ま
だ医師に十分伝わっていないのが現状である。
PCR検査を同時オーダーすることで、抗酸菌
を早期発見でき、院内感染対策上有用である
ことを理解してもらい、全医師に同時オー
ダーしてもらえるよう働きかけが必要と思わ
れる。
３.看護師に喀痰採取の教育を行った結果、良好
な喀痰を採取するという意識が向上した。し
かし２年が経過し、良好な喀痰提出率が低下
しているため、再度看護師向けの教育が必要
と思われる。
Ⅴ　結語
抗酸菌陽性率が増加するなかで、抗酸菌を早期
発見し院内感染を防ぐ事が重要と思われる。夜
間・休診日の抗酸菌塗抹至急対応と、PCR検査の
同時オーダーは抗酸菌を早期発見することができ、
院内感染対策上有用と考える。今後も、医師・看
護師に働きかけをし、職員全員で院内感染対策の
意識を向上していくことが重要である。
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